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間におけるシンチフォトを比較すると，静注後2

時間以降が読影に最適と思われた．

　203Hg一クロルメロドリンによるシンチグラムと

の比較では，両者にほとんど差を認めなかった．

　space　taking　lesionの存在が疑われれた症例に

5～10mCiのTc－DMSをボーラス静注し，　RIア

ンギオを施行した．renal　cystには欠損像が，　Gra－

witz腫瘍には取り込みが認められた．

　難点として，腎皮質のSpace　taking　lesionの検

出には優れているが，腎孟，腎髄質の病変の診断

にはやや劣ることが考えられた．

　99mTc－DMSによる腎シンチグラフィーは腎被

曝量は2031｛g一クロルトロドリンに比べてはるか

に少なく，腎の良好はstatic　imageが得られると

同時に，RIボーラス注入によりRIアンギオが

可能であり，何ら副作用も認めず，きわめて容易

かつ安全に使用できる腎シンチグラフィー製剤で

あると思われた．

31．99mTc・DMSAによる小児シンチグラフィー
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　腎に用いられていたHg－203乃至197について

は，203はUSAECの使用中止の勧告もあり，197

はエネルギーが低い等の理由から，小児，特に乳

幼児にあっては，特殊なケースを除き，使用しな

い考えであった．

　しかし，最近，腎尿路疾患の診断にあたっても

腎シンチの有効なことが判って，その要望も多く

なってきた．

　1974年，Lin，1975年久田等の報告したように，

Hg－203，197に比し種々の点で優れている99mTc－

DMSAが見出されたことは，誠に嬉ばしいこと

である．猶，小児などは若干の問題を含んではい

るが，腎，尿路系疾患の早期診断にあたって，必

要欠くべからざる診断法の1つと考えています．

　第1ラジオアイソトープよりの提供による

DMSAを用いた症例の内，特殊なケースも含め

報告する．

　小児の場合，特に乳幼児では1．P．で腎の無発

生，形成不全を疑わせる偏側の欠如の如くみえる

症例が屡々ある訳で，これが確定診断を下すこと

が出きる．

　次に，従来，直ちに血管撮影等が行われがちの

腫瘍の診断がある．等感度シンチのカラー・…シンチ

と共に駆動した素子を用いての取り込み量をしら

べることにより，診断率を向上し，早期診断が可

能と考える．

　Phelonephritis＋尿路狭窄＋左腎機能不全の症

例のシンチ，又，尿管瘤ureteroceleも判っきり

描写される．現在入院中で近く分離手術が予定さ

れており，うち坐骨部結合による双生児の腎シン

チにより，1．P．ではあまり判然としない反対児へ

の腎が描写され血流の交流が確実である症例等に

ついて報告する．

32．多発性嚢胞腎15例の99mTc－DMSAによる腎

　　イメージの検討
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　　（慈恵医大・泌泉器）

　多発性嚢胞腎の診断にはIVP，　RP，腎動脈撮影，

Scintigramが行なわれてきた，しかし，　IVPは

腎機能障害の進行に伴い腎描出は困難となる，

RPは感染の危険が大，腎動脈撮影は患者の負担

が大，2°3Hg－Neohydrin　Scintigramは腎被曝が大

きくまた，腎機能障害時の腎描出限界がある，とい

った欠点がある．今回我々は本症の診断UC　99mTc－

DMSAによる腎イメージを行ない検討した結果

および，本症と嚢胞肝の合併について肝シンチグ

ラムの面より検討した結果について報告する．

　対象：恵恵医大泌尿器科と東京都養育院付属病

院核医学放射線部における15症例（女子11例，男

子4例），年齢は31歳～65歳（平均44．3歳）であ
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